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Abstract 
 
Preliminary analyses on the seasonal cycles of the large-scale atmospheric mean fields and the cyclone 
activity in Europe were performed based mainly on the NCEP/NCAR re-analysis data, at the viewpoint 
comparing with those in East Asia. 
As for the climatological monthly mean fields (1981~2010), the meridional temperature gradient in East 
Asia presents striking seasonal change with the maximum in winter and the minimum in summer.  It is 
interesting that such transition from winter to summer and that from summer to winter occur rather rapidly 
accompanied by the great temperature increase around April to June and the decrease around October to 
November, respectively, in a wide region of 40~70N.  On the other hand, the temperature gradient in 
Europe is significantly smaller with slight seasonal change than that in East Asian winter. 
By the way, in spite of the above difference of the horizontal temperature gradient between Europe and 
East Asia, the cyclone activity does not seem to be so weak even around Europe. Thus, the seasonal cycles 
of the characteristics of the cyclones and their environmental fields around Europe were examined. At the 
first step, we analyzed the daily cyclone activity in Europe for January and July of 2000. Many low pressure 
centers at the surface level appeared in both January and July. Referring also to the daily maps of sea level 
pressure and geopotential height at 500 hPa level, we found that not only the cyclones corresponding to the 
baroclinic instability waves, but also to the cold vortices which amplitudes increased with height appeared 
frequently. Moreover, it is interesting that the large-scale cold vortex, which embeds the shortwave trough 
with the low center at the surface level, appeared in the northern Europe in July as in East Asian winter, 
when such multi-scale systems sometimes bring the persisting heavy snowfall events in the Japan Sea side of 
the Japan Islands. 
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I. はじめに 
中緯度地域は，一般に，大きな平均場の南北の温度
差に伴って生じる傾圧不安定波としての温帯低気
圧・移動性高気圧の通り道で特徴づけられ，それらの
季節変化も小さくない。しかし，ヨーロッパも東アジ
アも共に中緯度に位置するものの，ユーラシア大陸東
岸付近の東アジアの季節サイクルは，ユーラシア大陸
の西岸のヨーロパと異なり，アジアモンスーンシステ
ムの大きな影響も加わって六季やそれらの中間的な
季節などで特徴づけられる。そのような季節サイクル
の中で，和歌・俳句や物語等の古典文学や美術，唱歌
などの作品にもみられるような多彩な季節感が育ま
れてきた（石井 2002，2006；加藤・加藤 2014；加藤・
加藤・別役 2009；加藤・加藤他 2011；加藤・加藤・
佐藤他 2013；加藤・加藤・藤本 2013：加藤・佐藤他
2011；松井・小川編 1987；松本 1993；大岡 1998；大
和田 1994；高橋 1978；吉野・甲斐 1977）。 
ヨーロッパでも，季節は様々な芸術作品成立の重要
な背景の一つであり，とりわけドイツの 5 月は，特別
な季節として文学でも多々取り上げられてきた（手塚 
1963）。しかし，季節サイクル全体の捉え方に関して，
高階（2008）は，日本の絵画では季節の移ろい全体を
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セットで捉える傾向があるのに対し，ヨーロッパの絵
画では各季節を『点』として捉える傾向があると指摘
している。また，ドイツ文学者の小塩（1982）や宮下
（1982）は，ドイツでは夏と冬という二つの季節の間
の短い遷移期として春や秋を捉える見方を解説して
いる。また，谷沢（1956）は，『特異日』（singularity）
を紹介しながら，ドイツの季節サイクルの詳細な記述
を行っている。しかし，これらの日本とヨーロッパの
『季節観』の違いの背景としての，具体的な季節サイ
クルの違いに関する比較気候学的知見は，必ずしも十
分とはいえない。 
本グループは季節サイクルを接点に，例えば「春」
を中心とするドイツと日本の季節と歌について知見
を整理した（加藤・加藤 2005，2006，2011，2014；
加藤・加藤・逸見 2009）。詳細な季節サイクルの理解
は，このような季節感と絡む文化理解教育のベースと
して興味深いだけでなく，地球温暖化等に対する地球
規模での気候系応答の理解のためのベースとしても
大変重要である。そこで本研究では，加藤・加藤（2014）
などを踏み台として，ドイツを中心にヨーロッパ全体
の季節サイクルやその中での日々の気象システムに
注目し，東アジアと比較していく。 
ところで，日本でもヨーロッパにおいても，温帯低
気圧は，日々の気象現象を支配する主要なシステムの
一つである。しかし II.で述べるように，シベリアの
気温の年較差が大変大きいことを反映して，日本列島
付近の南北の温度差の季節変化も大きい。このことを
反映して，日本列島付近での前線や温帯低気圧の活動
の季節変化も大きい（Klein 1957；吉村 1967；吉野
1978）。一方，ヨーロッパ付近での低気圧分布や経路
の気候学的な特徴に関しても，例えば Klein（1957）
の研究を引用して吉野（1978）が解説するなど，古く
から多くの気候学者が注目してきた。更に，北半球に
現れる低気圧の特徴の気候学的違いに関して，Ueno 
（1992），Nakamura et al.（1986）らが気候学的な視点
で記述を行っている。しかし，ユーラシア大陸の西側
と東側，例えばヨーロッパと東アジアとの間で，低気
圧の出現頻度や分布だけでなく，その 3 次元構造やそ
れがもたらす日々の特徴的気象現象等がどのように
違っているのか，また，それらを特徴づける基本場の
季節サイクルの違いの役割がどのようなものなのか，
等の観点での系統的な記述は不十分と考える。 
なお，ヨーロッパでも，ケッペンの気候区分等によ
れば，西岸からドイツ付近の経度帯に関して，アルプ
ス山脈を挟んで北側では西岸海洋性気候，その南側は
冬を中心に降水量がピークとなる地中海性気候に分
かれている（吉野（1978）等の解説を参照）。従って，
ヨーロッパの中でも，基本場だけでなく，それに関連
した低気圧活動の季節サイクルの，地域による差異も
興味深い。 
そこで本論文では，そのような総観・動気候学的視
点での研究の第一報として，夏と冬を中心に，ヨーロ
ッパの大陸域全体に視点を向け，気温分布の季節サイ
クルと低気圧活動についての解析を行った。データは
主に，NCEP/NCAR 再解析データ（2.5°×2.5°緯度経度
格子）（Kalnay et al. 1996）を利用した。 
 
II. 広域気温分布の季節サイクル（東アジアとの比較） 
2.1 夏と冬における広域の下層温度場の違い 
1981 年〜2010 年で平均した，850hPa 面（地上約
1.5km）における 1 月と 7 月の月平均気温の分布を第
1 図に示す。 
 
 
第 1 図 1981 年〜2010 年で平均した，850hPa における 1
月（上段）と 7 月（下段）の月平均気温の分布（℃）。 
 
冬（1 月）の東アジアでは，高緯度地域が非常に低
温であることに対応して，日本列島付近を中心に南北
の温度差が大変大きい。夏には逆に，シベリア東部を
中心に，同じ緯度帯で比べると高温域の領域が広がっ
ており，南北の温度差はかなり小さくなっている。一
方，ヨーロッパでは，冬には東側が低温で夏には西側
が低温という東西の温度コントラストもある程度み
られるが，南北方向の温度差には夏と冬の大きな差異
はない。 
 
2.2 夏から冬への変化 
夏から冬への広域の下層温度場の季節進行を把握
するために，9 月〜11 月の各月における 850hPa での
月平均気温の分布を第 2 図に，また，9 月から 10 月，
及び，10 月から 11 月への，それぞれの 850hPa 月平
均気温の変化量の分布を第 3 図に示す。また，850hPa
面でのヨーロッパの東経 10 度（ドイツ等を通る），及
び，東アジアの東経 135 度（日本列島を通る）に沿っ
た時間緯度断面図を，それぞれ，第 4 図(a)，(b)に示
す。 
シベリア東部では，9 月から 11 月にかけて急降温
する。日本列島付近（特に，その南半分の九州〜関東
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にかけての緯度帯）での降温も，9 月から 11 月にか
けて比較的大きいが，東シベリア付近の大きさには及
ばない。なお，本州南方の亜熱帯海域での気温の下降
は更に小さい。従って，11 月頃以降から，日本列島
付近での南北の温度差が特に大きくなることが分か
る。また，降温量の特に大きな領域の中心は，9 月か
ら 10 月にかけて 65N 付近であったのに対し，10 月か
ら 11 月にかけては 50N 付近に南下している（第 3 図）
（図は略すが，12 月には更に南下）。 
 
 
 
 
第 2 図 1981 年〜2010 年で平均した，850hPa における 9
月（上段），10 月（中段），11 月（下段）における月平均気
温の分布（℃）。 
 
 
 
第 3 図 1981 年〜2010 年で平均した，850hPa における月
平均気温の変化量の分布（℃）。上図は 9 月から 10 月，下
図は 10 月から 11 月への変化を示す。正値が昇温，負値が
降温。 
 
 
 
 
第 4 図 1981 年〜2010 年で平均した，850hPa における月
平均気温の時間緯度断面図（℃）。上図はドイツを通る 10E，
下図は日本列島を通る 135E に沿うものである。なお，地中
海沿岸で〜40N，スカンジナビア半島南部が〜60N，近畿〜
東海地方沿岸が〜35N，サハリン中部の緯度が〜50N，オホ
ーツク海北岸が〜60N である。 
 
以上のように，東アジアでは，南北の温度差の大き
い領域が単に夏から冬に向かって南下するだけでな
く，その強さが冬と夏とで大きく変化することが注目
される。しかも，夏から冬へのこのような変化は，9
月から 11 月頃にかけて比較的急激に起き，シベリア
高気圧が発達して日本列島付近で冬型の気圧配置の
出現頻度も増大する 11 月頃には既に，日本列島付近
を中心とする南北の温度差が，大変大きくなっている
点が興味深い（第 4 図も参照）（加藤・佐藤他 2011；
加藤・加藤・佐藤他 2013）。 
一方，ヨーロッパでは，冬には東側が低温で夏には
西側が低温という東西の温度コントラストもある程
度みられるが，南北方向の温度差には夏と冬の大きな
差異はない。また，ヨーロッパの冬は，東アジアの冬
に比べてかなり等温線の幅が広い（第 1 図）。つまり，
夏から冬にかけて，平均場の南北の温度差はあまり変
化しないで，ほぼ全域でゆっくりと気温が低下してい
くことになる（第 2 図〜第 4 図）。また，ユーラシア
大陸上では，夏には，東アジア側がヨーロッパ側に比
べて解析領域のほぼ全域で高温であったのに対し，東
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アジア側がヨーロッパ側よりも低温に変わるのが，10
月頃と，かなり早い時期である点も注目される。 
 
2.3 冬から夏への変化 
 
 
 
 
第 5 図 1981 年〜2010 年で平均した，850hPa における 3
月（上段），4 月（中段），5 月（下段）における月平均気温
の分布（℃）。 
 
3 月を過ぎて，東アジアで大きく発達していたシベ
リア高気圧が急速に衰退し始める頃になると（加藤・
加藤・佐藤他 2013；加藤・加藤 2006；加藤・加藤・
逸見 2009），シベリア東部では昇温が大きくなる。特
に，3 月〜5 月頃にかけてシベリア東部で大きく昇
温する（第 5 図，第 6 図）。なお，この急昇温域は，
季節が進むに連れて北上し（第 6 図，第 4 図），7
月頃までの間に，日本付近からその北方にかけての南
北の温度差がかなり小さくなる。しかも，このような
南北の温度差の減少は，季節的に急速に起きているこ
とが注目される（第 4 図も参照）。 
一方，ヨーロッパでは，夏から冬への進行時と同様
に，全体として昇温していくものの，月平均場の南北
の温度差は冬とほぼ変わらず，その値は東アジアの冬
に比べてかなり小さい。なお，地中海付近よりも南側
では，アフリカからインド西部に伸びる高温域が，3
月から 5 月にかけて強まりながら次第に北方に広が
っており，アフリカ北部から地中海付近にかけての平
均場の南北の温度差の集中帯が明瞭になっていく。し
かし，それは，夏になってもヨーロッパの大陸域まで
は広がっていない。 
 
 
 
第 6 図 1981 年〜2010 年で平均した，850hPa における月
平均気温の変化量の分布（℃）。上図は 3 月から 4 月，下図
は 4 月から 5 月への変化を示す。正値が昇温，負値が降温。 
 
その結果，東アジアとヨーロッパの 7 月の気温分布
は，気温の絶対値は東アジア側が少し高いが，平均場
の等温線のパターンはよく似たものとなる。つまり，
7 月の東アジアとヨーロッパの平均場の南北の温度
傾度の大きさはほぼ等しくなる。 
以上のように，東アジア側では，1 月から 3 月にか
けて日本列島付近の緯度を中心に平均場の南北の温
度差が大きいが，東シベリア付近での初夏頃の広域的
な急昇温を反映して，7 月から 9 月にかけては平均場
の南北の温度差はかなり小さくなる。冬へ向かう際に
も，東シベリアでの 9〜11 月頃にかけての急降温に伴
い，東アジアでの南北の温度差の増加が季節的に急激
に起きる。 
一方，ヨーロッパ側では，気温の季節変化は明瞭に
見られるものの，夏と冬の南北の温度差の違いは小さ
く， また，ヨーロッパの大陸の全域で，月平均場の
ほぼ一様な南北の温度差を保ちながら季節進行する
ことが明らかになった。ところで，Murakami and Ding
（1982）は，1979 年の事例解析として，北半球夏モ
ンスーンの開始前後の 5 月〜6 月にかけて，幾つかの
特徴的な地域で，非断熱加熱の役割も含めて急激な気
温や循環場の季節的変化が見られることを指摘した。
その中で，シベリア東部も，5 月と 6 月後半との間の
急昇温や対流圏中上層の高気圧性循環への変化等が
示されている。本研究で示された東アジアとヨーロッ
パとの平均場の下層気温や傾圧性の季節サイクルに
関連して，このような観点での熱収支過程などの解析
も，今後に残された問題として興味深い。 
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III. 夏と冬におけるヨーロッパでの低気圧活動（2000
年を例に） 
3.1 2000 年 1 月と 7 月における低気圧や高気圧中心
の出現位置の分布 
平均場の南北の温度差に伴う位置エネルギーをエ
ネルギー源として発達する温帯低気圧は，ヨーロッパ
の毎日の天気を支配する重要なシステムの一つであ
る。しかし，松本（1987）に紹介されているように，
中高緯度地域での過程に起因する種々のタイプの擾
乱も出現し，ヨーロッパの天候への影響は小さくない。
また，II.で述べたように，平均場の南北の温度差は，
年間を通じて，東アジア中高緯度域（日本列島よりも
北方）の夏と同程度しかない。 
松本（1983）はヨーロッパの冬の北極前線帯の位置
に関する解析を行ったが，本研究では，上述の場の中
での低気圧活動の理解のための最初のステップとし
て，2000 年 1 月と 7 月を例に，どのような特徴・構
造を持つ低気圧がどの程度出現するのか解析を行っ
た。第 7 図に，第 4 図と同様な時間緯度断面図を 2000
年の 10E（ヨーロッパ側）についてのみ示すが，2000
年も第 4 図によく似た季節変化を示している。本研究
では日々の低気圧活動の状況を把握する必要がある
ので，気候学的な一般性への言及の前に，まず，ある
特定の年についての事例解析を行った。 
 
  
第 7 図 2000 年における 850hPa での月平均気温の，第 4
図と同様な時間緯度断面図（℃）。ドイツを通る 10E につい
て示す。 
 
第 8 図は，日々の 00UTC（日本標準時の 09 時
（09JST））における，NCEP/NCAR 再解析データに基
づく海面気圧分布図（以下，SLP と略す。1hPa 毎に
等値線を出力）を出力して，それから読み取った，高
気圧（○）や低気圧（●）の中心位置の合成図である。
高気圧に関しては，中心気圧 1030hPa 以上のものを大
きい白丸，それ未満を小さい白丸で示した。また，低
気圧に関しては，中心気圧が 1000hPa 以下のものを大
きな黒丸，それよりも高いものを小さい黒丸で示した。 
 
 (a) 2000 年 1 月 
 
 
(b) 2000 年 7 月 
 
第 8 図 NCEP/NCAR 再解析データに基づく日々の 00UTC
における海面気圧分布図から読み取った，高気圧（○）や
低気圧（●）の中心位置の合成。(a)：2000 年 1 月，(b)：2000
年 7 月。なお，高気圧に関しては，中心気圧 1030hPa 以上
のものを大きい白丸，それ未満を小さい白丸で，低気圧に
関しては，中心気圧 1000hPa 以下を大きな黒丸，それより
も高い場合を小さい黒丸で示した。 
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低気圧の出現状況を両月で比較すると，1 月だけで
なく 7 月の低気圧の出現も少なくなかった。また，7
月でも，中心気圧の低い低気圧（大きな●）が，北海
〜バルト海〜ポーランド付近にかけて（50〜60N/0〜
30E 付近），多数出現していた。 
1 月には，次の領域を中心に低気圧の出現が見られ
た。 
 
(A) ノルウェー海付近（60〜75N/20W〜20E 付近）で
の中心気圧 1000hPa 未満の低気圧， 
(B) 大陸西岸（30〜40N/20W〜10W 付近）での中心気
圧 1000hPa 以上の低気圧， 
(C) イタリアからその東方（〜40N/10E〜35E 付近）
での中心気圧 1000hPa 以上の低気圧， 
 
一方，7 月には，上述した領域も含めて， 
(D) 北海〜バルト海〜ポーランド付近（50〜60N/0〜
30E 付近）での中心気圧 1000hPa 未満の低気圧， 
(E) 大陸西岸付近の中心気圧 1000hPa 以上の低気圧， 
 
で低気圧は主に出現していた。 
 
3.2 各領域に現れた低気圧の特徴例（1 月） 
3.1 で述べた各領域に出現した個々の低気圧につい
て，最初のステップとして簡易的ではあるが，SLP と
500hPa 等圧面高度（Z500 と略す）を比較することで
分かる低気圧の特徴を吟味した。それぞれ，(A)，(B)，
(C)に対応する例を，第 9 図，第 10 図，第 11 図に示
す。なお，参考までに，主観的に判断したトラフの位
置等の書込みも示す。 
 
 
  
第 9 図 当該の低気圧に関する SLP（hPa）と Z500（gpm）の分布例。本文中の(A)の例で，2000 年 1
月 7 日 00UTC の事例。 
 
  
第 10 図 当該の低気圧に関する SLP（hPa）と Z500（gpm）の分布例。本文中の(B)
の例で，2000 年 1 月 16 日 00UTC の事例。 
 
(A)の例では（第 9 図），地上と 500hPa とで低気圧
の中心がほぼ一致しており，中心示度は共に深かった。
ところで冬期には，北米大陸岸付近から北東に進んで
アイスランド近海で猛烈に発達する，いわゆる「アイ
スランド低気圧」と呼ばれる地上の低気圧が平均場で
形成されることが知られている（北太平洋で冬に見ら
れるアリューシャン低気圧の大西洋版と考えれば良
い）。西からアイスランド低気圧が東進して，ヨーロ
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ッパ付近まで達することもある。本事例は，それに関
連した低気圧と考えられる。なお，発達したアイスラ
ンド低気圧がヨーロッパまで東進接近した際に，種々
の災害をもたらすこともあるという（吉野 1965，
1978）。 
また，(B)の例では（第 10 図），その中心の位置が
地上と 500hPa とでほぼ一致しており，また動きが遅
かった。更なる吟味は必要であるが，中心に寒気を持
ち上空のほうがより大きな振幅を持つ，「切離寒冷渦」
であるようにも思われた。 
 
 
 
第 11 図 当該の低気圧に関する SLP（hPa）と Z500（gpm）の分布例。本文中の(C)の例で，
2000 年 1 月 23〜24 日の各 00UTC の事例。 
 
一方，(C)の例の低気圧は（第 11 図），アルプス山
脈の南東側で発生・東進していた。また，中心は地上
に比べて 500hPa の方が西にずれており，東進しなが
ら発達する傾圧不安定波と考えられる。アルプスの風
下側では，Lee cyclogenesis に関連した低気圧の発生・
発達も報告されており（例えば，Tibaldi et al. 1980；
McGinley 1982），更に詳しい解析が必要であるが，こ
の事例も，その一例ではないかと考えられる。 
以上のように，この年の 1 月には，発達しながら東
進する「傾圧不安定波」としての低気圧ばかりでなく，
最盛期に達した，もしくは最盛期を過ぎた低気圧や
「切離寒冷渦」のような低気圧も，かなりの割合で出
現していたことが注目される。 
 
3.3 各領域に現れた低気圧の特徴例（7 月） 
7 月について，前述の(D)，(E)に対応する例を，そ
れぞれ，第 12 図，第 13 図に示す。 
(D)の例では（第 12 図），北海を東進している地上
低気圧自体は（10 日に〜55N/02E，11 日に〜55N/08E），
500hPa のトラフが地上低気圧の西側にあり，傾圧不
安定波と認識出来る。但し，ノルウェー海付近（〜
70N/05E）に中心を持つ大変大きな水平スケールでの
500hPa の低気圧が，7 月 9 日〜13 日にかけて準定常
的に存在し，個々の低気圧はその縁辺部に沿って移動
するような動きが見られた。この大きなスケールの
500hPa の低気圧は，地上天気図と見比べると，中心
付近に寒気核を持ついわゆる大規模な「寒冷渦」と考
えて良さそうであった。 
日本付近では，冬にこのような大きなスケールの寒
冷渦が居座ると，その縁辺部を流れる上層風に流され
て，上空の小さな低気圧（あるいは短波トラフ
（shortwave trough），もしくは寒冷渦）が小刻みに通
過し，その度に冬型が強まり，豪雪が持続することが
ある。これは，Akiyama（1981a，b）で報告されてい
るいわゆる「里雪型」のタイプの冬型にも対応する。
しかし，こういった大規模場の寒冷渦の周辺を低気圧
が進行し，しかも，縁辺部の低気圧も，比較的水平ス
ケールが小さい割に中心気圧が低いというパターン
の持続が，夏のヨーロッパに現れたことは非常に興味
深い。このような状況が，ヨーロッパの夏のどのよう
な天候変動に関係しているのか，今後，具体的に検討
することも興味深い。 
一方，(E)の例は（第 13 図），冬の(B)と同様に，地
上と 500hPa でほぼ低気圧の位置が一致し，切離され
たような低気圧であった。また，500hPa では，スカ
ンジナビア半島付近に，東西に伸びるブロッキング的
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なリッジがあった。なお，2000 年の 1 月も，7 月も，
日々の SLP や Z500 のマップを見ると（図は略），半
月程度のスケールでの場の変化も大きかった。従って，
このような比較的短い時間スケールで変化する基本
場の存在も，第 9 図〜第 13 図に例示したような日々
の低気圧の出現位置や特徴の多様性に関係している
可能性もあり，更なる検討が必要である。また，この
ような種々のタイプの低気圧の出現状態の季節変化
全体を解析し，また，それらの低気圧の特徴やその時
の気象状況についての詳細な吟味も必要である。 
 
  
第 12 図 当該の低気圧に関する SLP（hPa）と Z500（gpm）の分布例。本文中の(D)の例で，
2000 年 7 月 10〜11 日の各 00UTC の事例。 
 
  
第 13 図 当該の低気圧に関する SLP（hPa）と Z500（gpm）の分布例。(E)の例で 2000 年 7
月 27 日 00UTC の事例。 
 
IV. まとめ 
本研究では，ユーラシア大陸のそれぞれ西側と東側
にあるヨーロッパと東アジアにおける季節サイクル
の特徴の比較気候学的な把握について，低気圧の出現
状況や構造の特徴，それがもたらす日々の気象の特徴，
基本場の季節サイクルとの関わり，という視点を切り
口に解析を行っている。本論文では，その最初のステ
ップとして， 夏と冬を中心に，ヨーロッパ付近での
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気温分布の季節サイクルと低気圧活動についての解
析を行った。データは主に，NCEP/NCAR 再解析デー
タ（2.5°×2.5°緯度経度格子）（Kalnay et al. 1996）を利
用した。主な結果は次の通りである。 
 
(1) 日本付近〜その北方では，シベリア北東部の大変
大きな気温の年較差を反映して，ヨーロッパ(ド
イツ付近の経度)に比べて，南北の温度差の季節
変化が大変強かった（冬に大変強い）。特に，東
アジア域では，それぞれ 3〜5 月，9〜11 月頃に高
緯度域での急昇温，急降温が起きることで，この
時期に平均場の南北の温度差の，急激な季節変化
が起きることが分かった。 
(2) ヨーロッパでは，年間を通して月平均場の南北の
温度差は東アジアの冬に比べてかなり小さかっ
たにも関わらず，2000 年を例とする事例解析によ
れば，1 月や 7 月の地上低気圧の出現頻度は決し
て小さくはなかった。但し，個々の事例を見ると，
500hPa との位相関係から，発達中の傾圧不安定波
とは異なるタイプの低気圧も多いようであった。
例えば，日本では里雪型の冬型の持続時によく見
られるような，持続する大規模場の寒冷渦の縁辺
部を通過する shortwave trough（短波トラフ）に関
連した地上低気圧の通過という状況が，夏のヨー
ロッパでもみられた（但し，日本付近の冬には，
このような状況での shortwave trough に対応する
地上の擾乱は，小低気圧のような規模の小さいも
のが多いが，2000 年 7 月のヨーロッパの事例(D)
では，それなりの深さの中心気圧となっていた）。
このような大規模場の寒冷渦が夏のヨーロッパ
で見られたことは興味深い。 
 
今後，Klein（1957）や吉村（1967）などの低気圧・
前線帯の季節サイクルに関する古典的な気候学的研
究も再度見直しながら，基本場の季節サイクル，低気
圧の種類も含めた日々の活動の季節サイクル，季節の
中での比較的短い時間スケールで変化する基本場（い
わば，半月周期程度の基本場の季節内変動）との関係，
等に注目した解析も必要と考える。また，基本場の温
度傾度の季節サイクル自体に関わる熱力学過程の東
アジアとヨーロッパとの比較も興味深い。 
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